
 

 

 

研究課題名「抗腫瘍薬に関連した薬剤性肺障害に関する多施設観察研究」に関

する情報公開 
 
１．研究の対象 
 病理学的に肺がんと診断されており、2009 年 1 月 1 日～2021 年 3 月 31 日に、抗悪性

腫瘍薬を用いた治療を受けた方 
 
２．研究目的・方法・研究期間 
目的： 

薬剤性肺障害は、薬剤に対する過敏反応や薬剤そのものによる肺へのダメージの結果と

して生じる間質性肺炎のことです。中でも日常臨床で最も薬剤性肺障害を起こす頻度の高

い薬剤に抗悪性腫瘍薬があります。癌治療中に薬剤性肺障害を起こすと、原因となった抗

悪性腫瘍薬の投与中止を余儀なくされたり、体調を著しく損ねて、時には致命的になる場

合もあります。近年の癌治療の進歩に伴い、分子標的薬や免疫チェックポイント阻害薬な

ど、従来の抗癌剤とは異なる作用機序の薬剤も次々に実用化されていますが、多くの場合

副作用も従来の薬剤とは異なっており、薬剤性肺障害に関しても頻度や予後に関する情報

が乏しく、対応に苦慮する場面も少なくありません。 

 今回の研究の目的は、肺癌の治療中に、まだデータの不十分な新規の抗悪性腫瘍薬によ

り引き起こされた薬剤性肺障害の臨床的特徴、発症予測因子や予後に及ぼす影響を明らか

にし、同時に抗悪性腫瘍治療の効果を予測できる因子を評価することです。 

 

方法・研究期間： 

この研究の症例適格基準に該当した肺癌の患者さんの診療録を用いて、後ろ向きに登録

して調査します。研究の期間は、実施承認日～2022年 3月 31日です。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 
用いる情報は、病歴、治療歴、副作用等の発生状況、生年月日、カルテ番号 等です。 

 
４．外部への試料・情報の提供 
研究事務局へのデータの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行いま

す。方法としては、必要な情報が記録された用紙が研究事務局あてに封書で郵送されま

す。対応表は、それぞれの共同研究機関で厳重に保管して、研究事務局を含み外部へ持ち

出すことはないようにします。研究事務局における対応表は鍵のかかる棚で厳重に保管さ

れます。 
 
 



 

 

 

５．研究組織 
研究事務局  

名古屋大学医学部附属病院 呼吸器内科 阪本考司 

 

研究分担者 

名古屋大学大学院医学系研究科呼吸器内科学・大学院生・富貴原淳 

名古屋大学大学院医学系研究科放射線科学・准教授・岩野信吾 

名古屋大学大学院医学系研究科呼吸器内科学・病院助教・森瀬昌宏 

名古屋大学大学院医学系研究科呼吸器内科学・准教授・橋本直純 

 

共同研究機関 

公立陶生病院 呼吸器・アレルギー疾患内科 木村智樹 

半田市立半田病院 呼吸器内科 小川雅弘 

＊共同研究機関では、各機関での倫理審査委員会の承認後に研究を開始します。 

 
６．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 
 
  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

〒466-8560 

名古屋市昭和区鶴舞町６５ 

名古屋大学医学部附属病院 呼吸器内科 医局 

研究責任者 阪本考司 

TEL:052-744-2167 

 
研究代表者： 

   名古屋大学大学院医学系研究科 呼吸器内科学 

   長谷川 好規 
 

TEL:052-744-2167

